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犯罪や非行をした人の立ち直りを

社会の中で見守り、地域のチカラで支えていく。

それが「更生保護」です。
社会の中で必要な支援を受けられま再び犯罪やり1行を壺llてしまう人たちがいまヽ

犯・ |や ,1行からの立ち頑りには 彼らを見守り支える地減社会のあたたかい心が必要で,
肯さんの]↓餃でも様 な々立場から立ち直り支援に協力する.更生保螢ボランティアメ 活動してtヽま,
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ヽ月21口 1,(|に■来保護司会 ,

共ヒ更4i保護女1■会合同でT共少4姓 ,1所の見■
研|,=1■ ,て きました.
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1更生保護女性連盟

リーダー研修 |

平成30■ 6月 20H I水 1蔵工市開港記念会負t
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平成30+ll月 3口 1■ 祭IF栞区1(ま つり
が行われました。おブ:気に息まれ大等の人 で々UFr

わいました.更 /t'設女■合でま ●■,倒のお
しるこを作1販売しました たくさんの方が美味
しいとこって有し上がつて下さ0 2■■によ
600食党■しました みなさんt rl′ t,えたとて
も来しい一日でした.
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l■l'Iし ました.

当日はあざみ野中学樅教員 PTA役 貞 `|
治会長 各種団体長ならびに山内
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ク1/ユ司会の多くの方々にご参加いただきました。
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これからも地域の■様方と連携して「社会をl15

るくする運動Jを通し 犯罪で)ない社会を日r● し
てF発活動を続けていきますので 今後ともご■

11 」昴力よろしくわ呵いいたしま|.
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平成 31年 1月 11日 (金)久工浜少年院の成人
式に出席 しました。平成最後の成人式で 30人の

少+が大人の仲間入り 二人のFt表が大人になっ
て気づいたことや感謝の気持ちを表しました.

今まで手をさしのべられ助けられた少年たち
に これから先困難な道にぶつかった時には温か
さ 凰きを忘れず 今日の日を思い出し 社会ヘ
の第一歩を踏み出してほしいと感じました。

巌務大臣表彰

全国保護司速盟理事長表彰

間東地方更
=保
護委員会委員長表彰

高 精 英 雄

福 田 秀 子

倉 本 澄 夫
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加世日 筒 範
両 オす 由美子
二 部   世

松 本 政 人

佐 野 経 明

鈴 木 鷹 I

4ヽ島  満 寿江   関東地方保鑓 盟会長表影

慣凛保護IIPttrf長表彰

',奈

川県保護司会連合会長表彰

横浜市長●1誅状

横浜市会議長感訓状

横浜市侃護司会協議会会長象彰
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平成∞ 410月 12日 (金 )久旦・l少年院大遮
動会が開催されました。少年院では 自立 した4■
会生活を営むための健全ない身を育てることを日

的に体市指導が行われています。ややlll寒い黎空

でしたが 雨に降ら′■ることもなく リレー、納
引き つ m走 など白熱 したレースが次々と展開
されました

全速力で矢走するさま 今力で綱を引き苓うさ
まは若さと力強さがあって 見ごたえ十分でした。

開会式での院駅「新生の41Jの斉1日 も大きな声
が出ていて良かったです.
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慣浜市長感謝ボ

横浜市会議長感謝状

猥■市更生保護女性理雪会長表彰

神奈川県更生Pr設女性連田会長表彰
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す■ X民の関しの高さを伺い知れたキャンペー

ンでした.
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言■X■をはじめ ,1● 自治会長

■業警察暑 保設司会 更■保11女
「 [会などを泄団体約∞名が犯|1防

正 非行防止を
“

え迪行人にリーフ

レットを洒3● しました

暑いきなか皆ヽがリーフレットを

■ )取 り 話をr●lいて下さ0ま した

ア ミニ集会        ,
保護●1 民生委員児童委員 自治会 町ll会
PTA等力■|じ となって '1内会砧 学●体育筵
等をつ!lIし  =lll阿実施しました.|1行防止
■riて け|し 地■での●かけなど,々 なテー
マで懇談会や討論会を開lIし ました

第68回 青葉区
「社会を明るくする運動撲施報告について イ 青棄区内の各駅での駅頭宣伝活動

配布物 うちわ ウェットテイッシュ
ボールベン リーフレット等

配布数 10∞ セット

実施駅 市が見駅 あぎみ野瓜 青栞首駅
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